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中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
、読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
次
ぐ
歴
史
あ
る
球
団
で

す
。
球
団
発
足
以
来
、
数
多
く
の
フ
ァ
ン
、
協

賛
企
業
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。今
回
、チ
ー

ム
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
広
報
」、「
ス
コ
ア
ラ
ー
」、「
ト
レ
ー
ナ
ー
」、

の
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム
で
試
合
観
戦
の
際
に
ベ

ン
チ
周
辺
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ー
ム
ウ
エ
ア

を
着
用
し
、
き
び
き
び
と
行
動
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
が
確
認
で
き
る
は
ず
で
す
。「
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
は
４
名
で
１
・
２
軍
80
名
近
い
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
組
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

試
合
や
練
習
は
も
と
よ
り
、
遠
征
時
の
移
動
、

宿
泊
、
食
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
加

え
、
球
場
関
係
者
や
相
手
チ
ー
ム
、
我
々
フ

ロ
ン
ト
と
の
連
絡
役
な
ど
極
め
て
多
忙
で
す
。

「
広
報
」
は
チ
ー
ム
付
４
名
が
１
・
２
軍
に
帯
同

し
、
試
合
中
や
試
合
後
の
監
督
や
選
手
の
談
話

取
り
、
試
合
日
以
外
で
は
ナ
ゴ
ヤ
球
場
で
マ
ス

コ
ミ
応
対
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
選
手
の

コ
ロ
ナ
陽
性
者
発
表
な
ど
に
多
く
の
時
間
を
割

か
れ
て
い
ま
す
。
監
督
付
広
報
は
普
段
運
転
手

も
兼
ね
、
常
に
行
動
を
共
に
し
て
お
り
、
強
い

精
神
力
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。「
ス
コ
ア

ラ
ー
」
は
チ
ー
ム
付
２
名
、
先
乗
り
５
名
、
映

像
２
名
、
デ
ー
タ
分
析
２
名
が
在
籍
。
ス
コ
ア

ラ
ー
全
員
、情
報
収
集
と
分
析
の
専
門
家
で
す
。

「
ト
レ
ー
ナ
ー
」
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
門
５
名
、

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
部
門
10
名
で
全
選
手
に
対
応
し

て
い
ま
す
。理
学
療
法
士
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
打
撃
投
手
、
ブ
ル
ペ
ン
捕
手
、
用
具
、

通
訳
、
査
定
、
ス
カ
ウ
ト
な
ど
50
名
を
超
え
る

ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
常
に

心
を
一
つ
に
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
業
と
す
る
に
相
応
し
い

人
材
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
代
わ
り
ま
し
て
一

言
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
今
後
も
一
致
団
結
し
て
監
督
・
選
手
・
チ
ー

ム
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
バ
ン
テ
リ

ン
ド
ー
ム
へ
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

安
江
博
樹
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中
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右
は
大
関
正
代
、
左
は
豊
山
関
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＝
七
月
七
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六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
、
愛
知
県
扶
桑
町
立
扶
桑
中

学
校
二
年
生
の
生
徒
四
名
が
「
職

場
体
験
」
の
た
め
当
山
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

生
徒
は
お
護
摩
を
参
拝
し
、
ま

た
抹
茶
接
待
、
写
経
、
境
内
清
掃
、

仏
器
磨
き
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
実
社
会
で
の
礼
儀
や
マ
ナ
ー

を
学
び
ま
し
た
。

　

大
相
撲
名
古
屋
場
所
を
控
え
た

七
月
九
日
、
当
山
に
宿
舎
を
構
え

る
大
相
撲
時
津
風
部
屋
の
必
勝
祈

願
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

大
関
正
代
関
、
豊
山
関
を
始
め

と
し
た
時
津
風
部
屋
力
士
一
同
が

回
し
姿
で
本
堂
前
に
参
集
し
至
心

に
必
勝
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
十
一
回
東
海
三
十
六
不
動

尊
霊
場
会
役
員
会
が
六
月
二
十
九

日
、
同
霊
場
第
三
十
六
番
札
所
の

八
事
山
興
正
寺
（
名
古
屋
市
）
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

が
承
認
さ
れ
、今
年
度
事
業
計
画
、

予
算
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
な
ど
が
主
唱
す
る

七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
『
全

国
安
全
週
間
』
に
合
わ
せ
、『
職

域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・

業
績
向
上
特
別
祈
願
会
』
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
会
社
が
参

拝
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
為
、
各
社
少
人
数
で
、
間
隔
を

空
け
て
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
徒
総
代　
　

山　

本　

亜　

土

　

同　
　
　
　
　

田　

口　

義　

隆

　

同　
　
　
　
　

大　

島　

宏　

彦

　

同　
　
　
　
　

三　

田　

敏　

雄

　

同　
　
　
　
　

早　

川　

敏　

生

　

同　
　
　
　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

豊　

島　

半　

七

　

同　
　
　
　
　

安　

藤　

隆　

司

　

寺
務
長　
　
　

伊　

藤　

照　

節

　

総　
　

代　
　

川　

上　

新
一
郎

　

同　
　
　
　
　

武　

藤　

容　

治

　

同　
　
　
　
　

松　

澤　

弘　

之

　

会　
　

長　
　

山　

本　

亜　

土

　

副
会
長　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

安　

藤　

隆　

司

　

主　
　

監　
　

宮　

本　

照　

剛

　

法
教
部
長　
　

小
豆
畑　

照　

観

　

信
徒
部
長　
　

岩　

間　

信　

夫

　

庶
務
部
長　
　

岡　

﨑　

政　

宏

貫 

首 　

   

岸 

田  

照  

泰

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
索
の
会

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
講
社
東
海
地
方
本
部

暑中お見舞い申し上げます
令 和 四 年 　 盛 夏

職
域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・
業
績
向
上

特
別
大
祈
願
会
厳
修

時
津
風
部
屋
必
勝
祈
願

大
相
撲
名
古
屋
場
所

日
本
生
花
司

松
月
堂
古
流

尾
張
支
部

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

社
中

生

風

会

表
千
家
吉
田
生
風
庵

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

吉
田
生
風
庵

表
千
家

成
田
山
書
道
会

日
江
井
芝
香

講
師

令
和
四
年
盛
夏

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

中
学
生
職
場
体
験

役
員
会
開
催

東
海
三
十
六
不
動
尊
霊
場
会
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各
務
原
市
内
在
住
の
有
志
の

方
々
に
よ
る
藤
棚
剪
定
奉
仕
作
業

が
六
月
九
日
、
十
二
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
四
カ
所
に
あ
る
藤
棚
は
、

こ
れ
ま
で
毎
年
四
月
後
半
に
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
の
、
枝
が

絡
み
合
い
、
花
が
垂
れ
下
が
る
の

で
は
な
く
棚
よ
り
上
に
咲
い
て
い

る
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
現
状
を
憂
い
て

い
た
有
志
の
方
々
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
藤
棚
を
丸
二
日
か
け
て
古

い
枝
や
枯
れ
枝
の
除
去
と
剪
定
を

し
て
頂
き
、
棚
の
真
下
か
ら
空
が

窺
え
る
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
お
手
伝
い
い

た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

各
務
原
市　

安　

達　
　

重　

厚

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

　
　
　
　
　

安　

田　
　

祐　

介

◆
灯
明
料

各
務
原
市　

横　

山　
　

昴　

明

　

〃　
　
　

山　

田　
　

隆　

登

　

〃　
　
　

横　

山　
　
　
　

勝

　
　
　
　
　

安　

田　
　

祐　

介

◆
幟

各
務
原
市　

戸　

永　
　

竜　

太

　

〃　
　
　

小　

岩　
　

義　

直

可
児
市　
　

曽　

我　
　

重　

則

美
濃
加
茂
市　

吉　

田　
　

美
奈
子

名
古
屋
市　

野　

田　
　

雅　

子

　
　
　
　
　

安　

田　
　

富
志
子

　
　
　
　
　

田　

村　
　

昭　

三

　
　
　
　
　

木　

村　
　

清　

一

◆
銅
板

各
務
原
市　

金　

光　
　

順　

子

　

〃　
　
　

柏　

木　
　

桂　

子

羽
島
市　
　

藤　

田　
　

敦　

子

◆
お
供

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

　

〃　
　
　

伊　

藤　
　

泰　

子

各
務
原
市　

原　
　
　
　

敬　

徳

　

〃　
　
　

渡　

邉　
　

貞　

子

　

〃　
　
　

中　

野　
　
　
　

隆

犬
山
市　
　

中　

山　
　

佳　

子

岐
阜
市　
　

渡　

邉　
　

玲　

子

碧
南
市　
　

伊　

藤　
　

美
代
子

　
　
　
　
　

上　

野　
　

洋　

子

　

索
の
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し

て
、
六
月
二
十
日
、
七
月
七
日
の

両
日
「
成
田
山
貞
照
寺
参
拝
と
萬

松
園(

旧
川
上
貞
奴
別
邸
）
見
学
」

を
開
催
し
ま
し
た
。萬
松
園
と
は
、

貞
奴
の
大
変
豪
奢
な
別
邸
で
私
的

空
間
と
多
彩
な
接
遇
空
間
を
併
せ

持
っ
た
別
邸
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
四
十
一
名
は
、
成
田
山

貞
照
寺
に
て
大
護
摩
供
を
参
拝
、

諸
堂
伽
藍
を
見
学
し
、
貞
奴
が
信

仰
を
深
め
た
不
動
明
王
と
の
深
い

関
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

萬
松
園
に
移
動
し
、
ガ
イ
ド
の
説

明
を
受
け
、
貞
奴
の
人
並
外
れ
た

感
性
に
触
れ
る
事
が
出
来
、
ほ
ん

の
ひ
と
時
で
す
が
、
マ
ダ
ム
貞
奴

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
味
わ
っ
た
気
が

し
ま
し
た
。
見
学
を
終
え
た
後
、

サ
ク
ラ
テ
ー
ブ
ル
に
て
木
曽
川
を

背
景
に
優
雅
な
ラ
ン
チ
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
最
中
で
雨
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
無

事
に
全
行
程
を
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
索
の
会

特
別
企
画
を
計
画
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
ま
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

事
務
局
記

貞
照
寺
だ
よ
り

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

八
月
十
五
日

　

午
前
十
時
よ
り

成
田
山
貞
照
寺

盂
蘭
盆
会
法
要

開
創
七
十
周
年

　

来
る
令
和
五
年
、
当
山
は
開
創
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
同
年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
生
誕

一
二
五
〇
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
大
勝
縁
に
あ
た
り
当
山
で
は
、
弘
法
堂
改
修

工
事
（
屋
根
修
繕
及
び
銅
板
屋
根
葺
替
え
工
事
、
内
外
装
改
修
工
事
）
並
び
に
境
内
各
所
整
備
の
諸
事

業
を
発
願
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ご
信
徒
各
位
に
は
こ
の
趣
意
に
ご
理
解
ご
賛
同
賜
り
、
格
段
の

ご
信
助
を
頂
き
た
く
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
、
聖
蘭
堂
玉
垣　

親
柱 

五
十
万
円
以
上
、　

子
柱 

三
十
万
円
以
上

　

一
、
奉　

賛　

金　

一
口　

一
万
円
以
上

　

一
、
銅　
　
　

板　

一
口　

二
千
円
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田
山
名
古
屋
別
院

記
念
事
業
奉
賛
の
お
願
い

◆
現
在
、
弘
法
堂
は
改
修
工
事
の
た
め
、
階
下
「
霊
雲
閣
」
を
お
参
り
下
さ
い
。

◆
毎
月
二
十
一
日
の
「
ほ
う
ろ
く
灸
」
は
当
面
中
止
し
ま
す
。

◆
工
事
中
は
ご
信
徒
皆
様
に
色
々
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

　
何
卒
ご
了
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

玉
垣
ご
志
納

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

３
月
13
日
〜
５
月
31
日

各
務
原
市
市
民
有
志
に
よ
る

境
内
藤
棚
剪
定

索
の
会
特
別
企
画



令 和4年 7月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 4 ）

小
牧
市　
　

伊　

藤　
　
　
　

昭

各
務
原
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㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
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信　

弘

岩
倉
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ソ
ノ
ケ
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名
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幸　
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賢
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原　
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中
津
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多
治
見
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早　

川　
　
　
　

勇

羽
島
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㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

成
規

名
古
屋
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上　
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子

　

〃　
　
　

宮　

澤　
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雄

犬
山
市　
　

木　

下　
　

良　

子

海
津
市　
　

㈲
み
の
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

恵
里

岐
阜
市　
　

本　

田　
　

敏　

子

山
県
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鈴　

木　
　
　
　

博

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

東
海
市　
　
㈱
シ
ン
キ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

德
道

名
古
屋
市　

都
築
工
業
㈱

犬
山
市　
　

浦　

本　
　

直　

記

各
務
原
市　

奥　

田　
　

道　

貴

名
古
屋
市　

菅　

野　
　
　
　

翼

岐
阜
市　
　

お
ひ
さ
ま
の
大
地

　
　
　
　
　
　
　
　

正
村　

直
美

　

〃　
　
　

お
ひ
さ
ま
の
ぬ
く
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　

正
村　

直
美

郡
上
市　
　

丸
八
建
設
㈱

大
垣
市　
　

河　

合　
　

伸　

泰

鈴
鹿
市　
　

中　

川　
　

琢　

磨

関
市　
　
　

塚　

原　
　

茂　

雄

　
　
　
　
　

伊　

藤　
　

伸　

治

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　

仏
教
で
は
仏
さ
ま
の
世
界
以
外

に
六
つ
の
世
界
が
あ
り
、
今
い
る

世
界
で
の
行
い
に
よ
っ
て
、死
後
、

生
ま
れ
変
わ
る
世
界
が
決
ま
る
と

い
う
六
道
思
想
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

六
つ
の
世
界
の
中
に
修
羅
道
と

い
う
永
遠
に
戦
い
続
け
る
世
界
が

あ
る
の
で
す
が
、「
我が

」
を
通
す

一
人
の
人
間
に
よ
っ
て
、
こ
の
人

の
世
に
お
い
て
も
修
羅
道
が
出
現

し
ま
す
。

　

い
か
な
る
戦
争
で
も
子
供
や
老

人
な
ど
、
弱
い
立
場
の
人
が
一
番

の
犠
牲
者
と
な
り
ま
す
。
一
刻
も

早
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
収
束

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。　

大
藪
記

中
一
　
吉
川
　
陽
香

小
六
　
青
木
　
　
諒

小
四
　
八
木
　
ひ
な
た

【
評
】
ま
と
ま
り
良
く
大
変
上
手
に

書
け
ま
し
た
。

【
評
】
大
ら
か
な
筆
づ
か
い
で
大
変

上
手
に
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
元
気
よ
く
た
い
へ
ん
上
手

に
書
け
ま
し
た
。

編
集
室
よ
り

六
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

六
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

８月の成田山行事

◆ご縁日　1日、15日、28日
◆ご詠歌講習会　８日、26 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆献灯会　13日～ 16 日　弘法堂
　　　17 時から 21 時まで点灯
◆盂蘭盆会法要 15 日  
　　　　午後 1時半　弘法堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階

六
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

六　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

盂
蘭
盆
会
法
要

献
灯
会

◆
日　
　

時　

八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

◆
供
養
塔
婆　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上

供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供
物
等
の
お
申
し
込
み
は

総
受
付
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご先祖さま　年に一度の里帰り

◆
日　

時　

八
月
十
三
日
〜
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

午
後
五
時
〜
九
時
ま
で
点
灯

◆
献
灯
料　

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆　

二
千
円
以
上

本
年
は
弘
法
堂
改
修
工
事
中
の
た
め
、
献
灯
は
弘
法
堂
回

廊
に
は
お
祀
り
で
き
ま
せ
ん
。
堂
庭
外
周
に
は
例
年
通
り

お
祀
り
い
た
し
ま
す
。

当山ではご信徒皆様が安全に参拝できる
よう、以下の対策を実施しております。

当山の新型コロナウイルス感染防止対策

◆受付窓口へのビニールガード設置
◆アルコール消毒液の設置
◆受付職員のマスク着用
◆諸堂の換気の徹底
◆本堂参拝者への検温
◆本堂参拝者の入堂人数制限

ご参拝の際は、マスク着用、手指
消毒など感染予防にご協力お願い
いたします。また、体調がすぐれ
ない時はご参拝をお控え下さい。

大
藪
課
長　

10

〜12

行
で
依
頼
中


